
Keyword

虚弱（フレイル）高齢者の転倒を予防し、要介護を防ぐこと
は喫緊の課題です。従来の転倒リスク評価は、転倒経験のあ
るハイリスク層を主な対象とし、精度が粗く固定的でした。
そこでAI（ベイズ推定）を応用した新たな転倒リスク評価方
法と訓練方法を提案します。本推定により対象者の地域、年
代、その他の個人差があっても、データの蓄積により次第に精
度UPが期待できます。

具体的な応用として、リハビリ機器に実装し、訓練データと
問診を組合せ転倒リスクを推定します。また高齢者の感覚器・
平衡感覚・筋骨格等の身体機能に応じ、転倒要因に対する
訓練を提示します。訓練結果をベイズ推定により逐次更新する
ことで、効果検証も期待できます。地域介護システムへの実装
を想定しています。

高齢者の転倒リスクの定量的評価方法

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

立位保持訓練ロボットに関する研究（ヒューマンロボティクス研究センター）
全身麻痺障碍者のための移動ロボットとその操作法に関する研究（同）

その他の研究テーマ

高齢者の転倒リスクの
推定技術

●高齢者の転倒をベイズ推定で予測、データ蓄積で精度UPできます。
●転倒要因に対する訓練を提示、予防の効果検証が期待できます。

Point

リハビリロボット、医療福祉機器、AI、ベイズ推定

データベースを逐次更新
・ハイリスク層を集計
・訓練効果を検証
・転倒予測数から設備推計

●転倒ハイリスク層の数は？
●訓練とその効果は？
●将来必要な設備等は？
　（介護施設・自治体）

●自分の転倒リスクは？
●どんな訓練が適当か？
●将来の状態推移は？
　（高齢者・家族）

ベイズ推定にて
・本人の転倒リスクを推定
・要因に対応した訓練を提示
・今後のリスク推移も予測

理工学部
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教授

榊 泰輔

Keyword

本研究は、水田などの傍を流れる営農用傾斜小水路に簡
易設置できる独立電源用途として、ポータブル型ダリウス水車
を開発しています。
ダリウス水車は、九州大学で40年研究されてきた高性能水
車ですが、ここでは新たなコンセプトで再設計し、実用レベル
のサイズ・コストに展開し、ごく小出力の独立電源用途として
官学・産学の連携を進めてきました。

現在までにフィールド試験と実験水路での性能試験を行い、
実用化へ向けた低コスト化および更なる高効率化を進めモニ
ター展開を計画しています。
わずかな流量の水を利用し、水路をあふれさせることなく、
センサなど小電力機器電源、災害時のＬＥＤ照明やスマート
フォンの充電などを想定しています。

農村地域の傾斜小水路向け
ポータブル型独立電源供給システム

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

潮流向けシャフトレス水車に関する研究
竹素材を用いたプラスチックスマートな水車の開発

その他の研究テーマ

高性能水車 ●少量の水で高速回転するため性能が高いです。
●低コスト構造なので実用的です。

Point

再生可能エネルギー、小水力発電装置の開発

水の流れがあれば数Ｗの電力を
取り出せ、設置・撤去が簡単。
また多段設置により電力量を増
やせる。

●系統から距離のある山中など
で、小電力機器を動作させた
い

●様々な小電力機器ごとに電力
源が異なる。

小流量の水源が利用できれば、
例えばキャンプ地でランタン、携
帯充電など複数用途に利用でき
る。

理工学部
機械工学科

教授

松下 大介

揚力利用なので高回転・高効率

ＬＥＤ照明、電気柵
などに利用

12




